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　　　　　　　　1　緒　　言　　　　　　　　　　　　　　　　　　II　研究対象及び測定方法

　周知のように小児期にみられる最も大きな特長とし　　　　　D研究対象

て，この時期にみられる旺盛な成長をあげることが出　　　（i）健康乳児：対象とした乳児は生後1ケ月より

　　　　　　　　　　，来る。燐（以下Pと略す）はカルシウムとともに骨の　　　5ケ月迄の満期出産健康男児10例である。健康乳児と

主要成分であるのみでなく，細胞原形質の重要な構築　　　は，健康診断の目的で来院し特記すべき異常を認めな

素材の一つであり，人体がその生命を維持し必要な代　　　かったものを主とし，急性疾患の治癒後相当期聞経過

謝を行うために不可欠な物質の一つである。それ故成　　　し正常に復したと思われる者を含めた。出納試験を行

長をつづける小児期においては，Pの代謝も他のいく　　　った時の体重は3106～78709であった。栄養法は全例

つかの物質のそれとともに当然活発であると予想され　　　人工栄養で，いつれも乳糖　ビタミンを添加，ヵルシ

る。従って乳児のP代謝について出納の面よりこれを　　ウム，Pの量を母乳に近似させた最近の調整粉乳を使

検討した報告は決して少くはない1）一　22）。しかし乍ら　　用している。哺乳量は調乳時に正確に測定し，吐乳の

これら従来の報告をみると，その成績には相当の差が　　　あった場合は除外した。

みら泌．ことに乳児期では，栄養ブi－v：－v・よる差は比　　（ii）蛋白剛ヒステ・イド（以下AS）使用乳児：対

較的大きいものの一つとされる．・tこで著都惑教　象とした乳畑姓後1ケ月より5ケ月迄の男児6例

室における小児期の物質代謝に関する研究の一一環とし　　で・生下時体重は1400～46609である。当科に入院

て今剛Pをとりあげるのに当り，協同研究者による窒　　後，2～4週間経過を観察して特記すべき疾患を認

素23），カルシウム代謝24）のそれにならって，まず最近　　　あず，隔日の体重測定にょり，体重が略一・一定の割合

の進歩した粉乳で哺育した健康乳児を対象として検索　　　（22，0～50．09／日）で増加しつつある状態となるのを

を行い，著渚自身の正常値創こめた。またこの成績を　待って出紬試験をf，った。この時の体重は2200～5800

以降の研究の対照とした。　　　　　　　　　　　　　　　炉であった。第1回の出納試験後直ちにASを投与し

　近時ステロイドホルモソ，即ち蛋白同化ステ戸イド　　2～3回投与の直後に第2回目の出納試験を行い使用時

あるいは，副腎皮質ステPイドは臨床．L広く利用され　　　の成績とした。　ASとしては19－・Nor－Androstenolone

ている。しかし乳汁栄養を行いつつある乳児にこれら　　　Phenylpropionate（以下19－NAPP）を用い，510p（当

を投与して，そのP代謝に及ぼす影響を出納繭iより詳　　　教室の常用錐）を週1回瞥筋内に注射した。食餌は糖

細に追求した成績はいまだみられないようである。そ　　　添加牛酪乳又は調整粉乳を基本とした。尚本試験施行

こで著者は，これらのステロイドホルモソを乳児に単　　　中，各乳児の乳汁摂取量は乳児の食思の如何に関せず

独または併用して与え，それぞれ出納試験を行ってそ　　終始ほぼ一定となるよう留意した。

「の影響を検討した。以下にその成績を報告する。　　　　　　（iii）　副腎皮質ステロイド（以下cs）使用乳児：対

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　象とした乳児は％ケ月～4ケ月の男児6例で，乳児肝
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炎（表4中症例1～5）及び閉塞他黄疸（表4中症例

、）として当科に入闘・のものである．第1回の出納　　　　III予膿験

試験を行った時の体重は2250～66449であった。第　　　　測定成績に影響を及ぼすと考えられる諸要因のう

1回の出納試験後直ちにCSを投与し，4～11日後に　　　ち，同一検体を同時に繰返して測定した場合の測定値

第2回目の出納試験を行い使用時の成績とした・また　の変動を6例の弱巳につき検討した・同一検体を同一

投与中止後5～10日目に第310関の出納試験を行い，　　　条件で311il測定した結果，尿における測定1直の最高と

使用中止後の成績とした。使用したCSはBetame一　　最低の差は0～0・　018mP／ccの間にあった。従って最高

thasone（以下Bet）及びDexamethas。ne（以下Dex）　　±O・　OllOP／cc程度の変動は念頭におく必要があると思

であり何れも経口的に投与した。使用量はt初回量　　　われた。乾闘せる糞便における測定値の最高と最低の

2・－3mp（当教室の常用量上界）より始め，疾患の病　　　差は0～O・　4mp／9の間にあった。従って最高土O．2mp／9

状に応じて漸滅し，10～22日間に総量17・5～49・0㎎を　　　程度の変動は念頭におく必要があると思われた。

用いて中止した。食餌は韮に調整粉乳であるが，1例

劇辮Lによ。た。　　　　　　　　　　　Iv測定成績
　（iv）AS，　cs併用乳児：上記（iii）の項で述べた　　　　（i）健康乳児；健康乳児10例の食餌，尿，糞便の

乳児6例中3例にCS使腓回こASを併用，轍にlikJ　舗ト9喉体につき測定した・各対劒Uの実測値，　f樋

様のlll納試験を行い併用時の成績とした。　ASの併用　　　当彫の換算値は「N　1・2｝こ示した・即ち実測値の平均

時期はCS使用開始より6～15日目で，　ASとしては　　　値は，損i取量：383・51mp／日・尿中排泄量：179・9㎎／Fl・

19－NAPP　5㎎を1回筋注した。またこれらのステロ　　　糞便中排泄鍛：43．3解／日，総排泄量：2232㎎／日，蓄

イドの投与中止後9～13日目に出納試験を行い，併用　　　積墨：160・3mp／日，蓄積埣く：39．9％であった。棄却限

中止後の成績とした。csの使用方法は（iii）に述べた　　　界を正常範囲とみなした際体重当吻の換算値にっい

所｝こ準じ，AS併用までに使用したCSはDexまたは　　　ての正常範囲は1摂取最：87・4土19・　7n9／kg／日・尿中

Betとして15．　0～24・，　Oπeであった。　　　　　　　　　．排泄量：41・4±19・　gn9／ieg／　H・糞便中排泄最：11・3土

　　2）測定方法　　　　　　　　　　　　　　　　　14L　6mp／吻／日，総排ll墜墨：52．7土22．6㎎／kg／日，羅1積

　Pの測定はFiske－Subbarow法25）によった。1⊥1納　　　燈：34・7±9・4㎎／吻／1ヨ，崔事積率39・9土18・0％となっ

試験の実施方法及び実験条件は次の如くである。　　　　た（図1）。

　a）食餌は，原則として出納試験開始前少くとも　　　（ii）AS使用乳児：対象乳児6例の食餌，尿，糞

7日間は同一組成のものを与え，実際に用いた食餌の　　　便の合計108検体につき測定した。各対象別の実測

一部を測定して算出した。抗生剤などの薬剤の投与　　　値，体重当擁換鉾：値は糞3に示した。後者を図示すれ

は，一部の疾患治療中のものを除き中止した。　　　　　　ば図2となった。図中に示した平均低棄却限界は上

　b）糞便及び尿は24時間毎に3日間持続的に採取　　　述（i）において得られた健康乳児の値である（以下

し，それぞれの値を求めた後平均値を籔出し，1日に　　　各図同じ）。摂取量はAS使用前と使用時において全

おける測定値とした。この際測定に使用せる検体が少　　　例大差なく，1日宛平均値は使用前90．4㎎／iey，使用

量であるため，この過程における誤差を可及的に少く　　時89・8㎎／legであった。総排泄量はAS使用時全例減

するべく，各材料は全量を十分掩搾した後尿は1cc，，　　少し，1日宛∫F均他では使用前62・吻／ley，使用時

糞便は乾圃後0，留をとり，各検体は3回以上の測定　　　46・8㎎／kgで，この減少は尿中排泄鍛の減少による所

を行った。尿はビニール管を用いて連続的に床上のト　　が多かった。即ちその平均は使用前46・2解／棚　使用

ルエソ添加蓄尿ビソに採取し得る様工夫した。糞便採　　　蒔35，6㎎／kyと減じたのに対し，糞便中排泄量は15．　9

取には，予め蒸留水にて洗浄乾燥したガーゼを数枚重　　　1㎎／kgから11・　2mp／kgとわずかに減じた。蓄積蚤はこ

ねて協裸とし，外面にポリxチレソ片を当ててカバー　・　の排泄貴の減少を反映して1例を除き使用時増加し，

とした。その1日分を蒸発皿内に十分洗い出し，これ　　　1H宛平均値では，陣用前28・4㎎／脇　使用時43，　O

を温浴上で蒸発乾圃（180。C以下）させ，粉宋にした　　　㎎／kgとなった。蓄積率も同様に使用前平均31・1％か

後その一定量を分析に供した。予め行った予備察験に　　　ら使用時平均SO・P％e＝増加し，これは推計学的にも有

より，測定値に有意の変動を認めないことを確認した　　　意であった。なお以上の成績を前述した健康乳児の成

後，・尿は氷室内に，乾燥便はデシケータ内に保存し，　　　績と対比すると、図2から明らかなように，使用時に

1ケ月以内に測定した。なお推計学的処理は危険率　　　おける蓄積量，蓄積率はその半数以上が正常範囲の上

5％をとった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　界もしくはこれを上廻る成績を示した。
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表1　　　健康乳児の燐出納
　　　　　　　　　　　　　　　　　（四／日）

鑛∴豊塑蟻羅講璽」璽。豊ま＿雲一
1　　1　3150　243．5　96．4　61．1　157．5　86．0　35．3　12％PM十5％S

2　　1　3106　261．1　136．6　19．5　156．1　105．0　40．2　12％pM十5％S
3　　　1　　3400　29L9　　143．6　　60．1　203．7　　88．2　　30．2　　　9％PM十3タ6S

4　　1　3200　300，6　172．9　37．3　210．2　90．4　30．1　　9％PM十5％S

5　　1　3627　315．4　119．7　58．9　ユ78．6　136．8　43．4　12％PM十5％S

6　　1　3463　318．6　146．5　62．0　208，5　110．1　34．6　12％pM十5躬S

7　　1　4050　414．9　221．5　32，8　254．3　160．6　38．7　12％PM十3％S

8　　3　4670　409．5　185．6　31．4　217．0　192．5　47．0　15％PM十1％S

9　　3　7740　572．8　262．4　15．2　277，6　295．2　51．5　12％PM十3％S

10　　5　7870　706．7　313．2　55．0　368．2　338．5　47．9　12％PM十3％S

平　　　　　均　　　　　和豊　　　383．5　　　179，9　　　43．3　　　223．2　　　160．3　　　39．9

　　　　　　　　－｝“－　　　　　　　　　　　　　　　　　　PM：調製粉乳

変繭闘lll：濡晶㍊：1：撒：：篇鶏驚辮

表2　　　健康乳児の燐出納
　　　　　　　　　　　　　　　　（㎎／ky／－）

　症Jj　　　排泄量選鉦」笠璽轟麟駿秘璽騨早驚狂＿空＿∴．
1　　1　3150　77．3　30．6　19．4　50．0　27．3　35．3　12％PM十5％S
2　　1　3106　84．1　44．1　　6．3　50．4　33，7　40．1　12％PM十5％S

3　　1　3400　85．9　42．2　17．7　59．9　26．0　30．3　　9％pM十3％S

4　　1　3200　93．9　54．0　11．7　65，7　28．3　3α0　　9％PM十5％S

5　　1　3627　87．0　33．0　16．2　49．2　37。8　43．4　12％PM十5％S
6　　1　3463　92．0　42，3　17，9　60．2　31．8　34．6　12％pM十5％S
7　　1　4050　102．4　54．7　　8．1　62．8　39．7　38．8　12％PM十3％S

8　　3　4670　87．7　39．7　　6．7　46．4　41．3　47．1　15％pM十1％S

9　　3　7740　74．0　33．9　　2．0　35．9　38．1　51。5　12％PM十3％S

10　　5　7870　89．8　39．8　　7．0　46．8　43．0　47．9　12％PM十3％S

平均値87．441．411．352，734．739．9
標　準　偏　差　　8・2　　8・3　　6・1　　9・4　　3・9　　7・5　　　PM二調製粉乳

信頼限界賢6蟹71鷺25㌶93豊乙83豊，　Sl糖

棄却限界蟹il。7墾11．，呈il．、難63郵，、讐il。。

　（iii）CS使用乳児：対象乳児6例の食餌，尿，糞　　　例で増加し，その平均値は使用前97．51曜／hgl使用時

便の合計153検体につき測定した。各対象別の実測　　　111・　6mp・／kgとなった。しかし使用rh止後5～10日にお

値，体重当》の換算値は表4に示した。後者を図示す　’ける測定値は再び102．1㎎／kgとやや減少した。総排泄

れば図3となった。本群においては乳汁を各乳児の欲　　　鍛も大多数の例で使用時に増加し，平均値でみると使

するままに与えた所，CS使用時の摂取星は大多数の　　　用前S4．　8nv／kg，使用時85．3’解／kgを示したが，使用
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図　2　　　　蛋白同化ステPtイド使用乳児の燐出納

　　　　　　　　　　　　（帯／ieg／日）

中止後は再び57、　1mp／吻に減少した。　CS使用時にみ　　　23・　7％となった。使用1・1’・，止後は再び45・　Ovv／ieg，44・1％

られた排泄量の増加を尿中と糞便中のそれに分けてみ　　　に戻った。以上の威績を前述した健康乳児の成績と対

ると，前者の平均値は使用前43。9㎎／匂，使用時69，　O　　比すると，図3から明らかなように使用時における総

卿幅後渚でほ使用前10．81解／leg、使用時16．4　11“7・／leg　　排ll瞳：，尿中排泄量は大多数の例で正常範囲を逸脱し

で尿中排泄増加による所が大きいと思われた。蓄積盤　　た高値をとり，ために摂取最の増加にもかかわらず，

は程度の差こそあれ，全例使用時に減少，平均値は　　　蓄積最，蓄積率は全例が健康乳児の平均値を下廻り，

42・7卿吻から26．371騨吻となった。蓄積率も同様に　　　約半数は正’常’値の下界あるいは正常範囲を逸脱したイ氏

金例減少し，平均値は使用前の44．1％から，使用時の　　値を示した。



84－（2。9）　　　　　　　　　　　　　　　f訓医誌獅巻

Q

駅

粛盆

暖喜
ss　k

z為
ヤ1冬

u黒
　旨
iト）

K

導

匝

圏

cワ

ii　　　　　　　　　i　　　…1
　　　　　譲
　！i　　　駅
　　ヒ　　　　　　ou
膿　堕　　　＋
　1［のωuつif」のω
冷ミミミ畿畿訳酸
1°◎°Q°°N－N
・十十十十十十
芝芝Σi芝Σ裏
口：口ρ亀凶傷Pt
Hgミミミミミ醸畿畿
く　　N　N　ね　の　で

；Wt一囲目一一

癬（ll鵠謡器雲
醗・°°°「’　””　N　’つ

細

牌

劇

軸

咽

愚醐
rm　pa

団曜

藻轡

蓋劇

鞍

謎

趣劇

Pt　pa

鯉

咽

踏姻
罰自

蝸
傷

製9

eqくF

照＄

◎0　7唄　①　ば）　寸　卜

6ド轟め尋㎡oつ　cq　一　r宇　N　cq

H　σ｝㊤　㊤　「学　o◎

①　OQ　r字　田　【Ω　oσ
o　ト　r瞭　rl　一　可
　　　N　Pt　一
Qう　①　σ｝　QO　一　一

㎡dビNNゼ㊤　蛸　卜　⑩　㊤　鴎

Φ　O　oり　く◎　一　「申

N　r字　卜鴨　マ守　寸　▼一く
胃守　寸　ゆ　ト噛　a　ζつ
F吋　一　目　N　cq　◎つ

ト　寸　▼一｛　o　ζ◎　（9

8σ1σ～め（めめ
7－｛　F吋　響一1　　　7胴圃　r’く

σ⊃　N　ゆ　H　卜・　㊤

dζdめ面めdCQ　頃　cり　cq　oo　①

㊤　ゆ　OD　◎Q　o◎　ゆ

めdα5diφA畔　eり　LΩ　め　寸　寸

卜　・守　ト　鴎　寸　co

8i碧i碧斜i39
曽一｛　　Pt　N　N　固

一　〇　◎○　ζつ　ゆ　OD

『咽　卜鴨　一　〇　く9　ごq
Φ　t㍉①　H　oo　oo
　　　一
卜　m　①　N　の　N
－　cり　”’t　o　①　o
Pt　N　O　σ｝　0　0Q
c刈　N　N　寸　ev　跡

o　ζつ　o　【o　《9　0
u）　O　O　r串　oつ　o
N　①　N　寸　卜噛　oo
N　cq　N　層　寸　L◎

H　，一く一　（N　ζつ　寸

T－－　eq　ひうtf　tO　o

門

扁

胡

沼

T‘

雲

囲

『

認

門

蕊

N

9
Sl

h
鵠

c’

等

麿

昭

国

間

8

CN

霧
孕り

il　暴嚢l
Ii　響i
l墨羅照副
1coDQcoφ弓一Ni
［1＋＋＋＋＋＋1

i儲龍調i
1醤醤蓉蓉醤醤
Pt　F呵　rく　Fi　－　T■《

一　 〇　　◎o　σ｝00Qoo
　　　取6～・瀞1σ～・尋めおド減
　　 や　マ　ゆ　てト　ゆ　　　ト

　　Il

9～釧eqrc・raj鐙
雲i專

㊤。1
＃～P

①⑪1
・～・

P

①　 卜
1守　　卜

㊤　　「才

N～A
菖論1

o　　寸
．～　め　　σ》

　例

・・oi
舘～9

『）　co

o～co
o　 LΩ

ぜ　　ゆ

σ6～べ
OQ　　UD

　N
o　 ζつ

ビ～d
tS自
σ｝　◎4

A～do　　σ）
N　　「守

題・

螺1
顧1

遇　　暖　　福

卜　㊤　N　の　ζ団　ζつ
寸　Ut　「守　¢　▼一嘱OQ

寸　ca　oつ　ト　ζつ　しO

N　《＞　oo　O　博「σO
N　o　o　cq　ト　ー
－　NT－trc　　N

N　¢　　りT－lず
尊9．專話＄等

騨　o　ζつ　σつ　ζつ　ζ◎

◎つ　一　ト・ca　cO　o
pa　－　crl　ma　rド　oo
一　F｛　H　N　ζ◎　ζ糠

ゆ　縛w　m　①巳n

dめdi尋峠dr→　　　▼唄　　　 F唖　ri

①　LΩ　N　◎つ　o¢

diN尋9ドド寸　肖　m　N　σ）　o

卜　N　寸　○つ　馴　σ｝

oo　卜舳　㊤　【、　一　cq
N　N　的　rぐ　寸　ζり

ゆ　州　7－4　Lζ）　C◎　卜隔

cδσ～㎡面菌べ
ト①① G霜N
o　N　o　oo　く◎　N

6セくN⇔σ～NΦ　QQ　①　F｛㊤　卜・

　　　一
σD　①　⑩　L⇔　㊤　co

鴎　卜　Lo　「宇　（N　σ◎
寸　▼唄　CQ　卜　eq　σ》
ひ1　0つ　N　LΩ・守　寸

o　▼中　o　o　ゆ　ζo
り　噌｛く◎　Ctl　σ》　Φ
if）　o　し⇔　σ｝　o　ny
N　Oつ　N　寸　㊤　起）

一　N　rく　OQ　xト　LO

H　CNI　eo　噸ド　巳．o　く◎

『

露

『

等

づ
tR

H
『

專

崎

8
N

『

嵩

門

昏

tC

霧

『

8
T－1

喫

％

陀

認
oo

㊤　　o

卜　 P唄
T・．［　【、

cq　N
Qq　ゆマ腎く　　o

ζつ　ト・

寸　 o卜．　C刈
　cり
①　　Fく

o　　い’
th　』ゆ

⑩　　pm
O～　

■

T－t　oo
－　　》
Fく　oつ

cつ　 LΩ

坤　 ①

　一

ゆo　＄
べ～N　鰹
一　 σ》　　．．

　　　芝
N　　oつ

ゼ～ド
N『e「　鯉

LO　㏄》　uり

㎡～日
卜bO°

　　　観
。う。。　隆
Ci～cs　i　若
り　 et　　－i

　回　　　渇
o　しo　口自
め～ぜ
R［｝i

　　　一　　s　　
囲轟
羅　　一

　　芝
藤　 m

運　　R　　盤



h3’2号　　（1968）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　85－（210）

ヨ

e

ec　G

醍喜

晦
ta ﾗ
ヤ閥

。ミ

　唐
iト）

K

蟹

マ

嵐

蕊I
　l
　l

癬（

撃
劇

撫

劇

誌

圃瑚

掴副
mu　n・

瞬昭

謹響

羅響

鯉

灘

鯉

響

訓珊
on1　pa

劇

製§

q¢

始嘩

　　　　N
　　　　十
caのco　uりの譲
畿畿畿畿酸畿
　　n　tf　し　　ね　や

＋＋＋＋＋土
屠譲匿芝蔑譲
自n幽角ρr隊臼
畿きミ畿酸畿畿
cq　N　ひ母　ひ司　N　N
F｛　r一｛　冒一く　甲唄　 7一嗣｛　r－

卜冒　◎Q　O　◎o　o　縛

cq　L⇔　卜・　O　rd　寸
eつ　じ㌔　◎O　K卜　寸　co

QO　一　σつ　一　阯◇　σ｝

o　卜　「守　雷f｝　OD　O
oう　㊤　oo　「宇　r卜　N

M　くハ　N　し　　り　　

語蓉舘爵Rま
　eq　　　F《　N　例

cつ　寸　oo　LD　QQ　ζ圃

oり　F哺　σ）　』5　T－一一　ト■
く◎　N　「）　くo　㊤　しΩ

ζ◎　卜　cり　寸　Φ　o

N→dσ～→d冥ト　Φ　ゆ　ト・　卜・　OQ
囲　　　H　同　N　cつ

卜　φO　N　σ）　o　◎Q

N6㎡αdめ㎡r層4　例　　　　　　　　　 甲唄

Φ　N　（N　◎つ　H　寸

Φ　σ）　◎Q　r申　くN　囲
Oつ　雫卜　、　N　㎝　σ》

㊤　・一《H　⑩　◎Q　跡

め浴66di㎡寸　　　『）　LD　ば）　天卜

卜．LΩ　▼－4一　しΩ　㊤

AiめNL6因めo　回　寸　』D　しo　oo
回　　　ri　州　N　¢N

伺　LO　F呵　㊤　ab　州

坤　OQ　「守　o　o　卜剛
σ》　Q◎　①　一　▼一→　OQ
　　　甲一→　7胴→

卜　㊤　nc）σ｝　○軸　o

As（め面dd額8闘8專EB

§騨§翻
N　◎つ　ひ司　N　寸　o

求求Helcuw

肖　N　oつ　螂　！o　Φ

．・・l

響

t’F

謡

h
專

【

ccH
齢

璽

圏

【

Q
9

N
需

の
專

Y
＄

H

鴨

8

曽

尊
oり

卜　　oo

N　　ゆ
co　　卜

σ｝　　州

σ》～い璽

N　　㊤

T一唱　くΩ

①～』D
K）　　Fく

　N
寸　 しO

N～め
N　　O

卜　　o

ti～d
o　　◎Q

　oり

N　　卜・

ca～ト・

　H
N　　rヰ

o～　OD　　夙

　①

rl　　co

tO～㊤
　頃

1．o　　Φ

，～　
・

ぱ）　　oo
el　　◎D

　N
7一唱　㊤
■～　卜・　o
◎Q　　【

　目
卜・　o
，．．4～σ～

一　　トー
ζ＼1　LO

坦　　醍　　温

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A　　　　く　　　　“〉ミ　！

　　　　N
　　　　十
のの　のののの
畿ミミミミミミミミ畿
の　しゆ　サ　や　お　オ

十十十十十十
譲芝芝芝嵩芝
pm供角焦敷自
畿畿畿訳渓渓
σq　軸　N　LΩ　N　LΩ
一’－　 H　 －　 r－1　7一咽

㊤　σ｝　σ》　r－（亭う　o

°斜巽霧8鴇

N　ゆ　nd　り　ぐゆ　バ

s舘誘爲朗圏
ト　リ　〔ft　℃㌔　Φ　σt

①　oo　紳　・学　N　o◎
F蝋　り　QQ　σ》　r宇　①

　　　　7r「　祠
O　crう　⑩　o　o　σ）

Nd㎡c雨㎡臼O　L、　OD　o　o　oo
桝　　　　　　　　　 一

7一く　o　寸　◎o　層　回

遍F三ド尋d（b
圏舘8黛馬路

サ　や　や　ri　o　の

f！192：詩斜

σn　O　oo　σう　ト　H

rdαdめ，．．4σ～練
cり　寸　pq　CQ　O　㊤
　　　　F→　F4

o　①　eq　σこ　o　▼一｛

めべ㎡dσidOD　O　ト　の　ト　【Ω

N　㊤　㊤　しΩ　卜　o

矧　oつ　F｛　cつ　o　卜
坤　OD　OD　坤　㊤　r咽
N　－　T－4　一　cり　博

（N　OO　卜　o　cり　o

dNピ【6→do　o　▼一《　σ）　cり　H
F噌　肖　 例　　　　▼一く　Fl

CO　N　σ）　LΩ　O　O

O　O　H　⊂防　◎つ　【㌔
o　o　σ》　o　▼－t　卜・
の　◎つ　（N　N　ゆ　ト

o．o　o　o　く◎　q
ゆ　N　の　ぐゆ　り　り

8918圏專R

回求回NN寸

H　eq　ζつ　「畔　Io　Φ

h
鵠

般

旨

晩

§

鰻

鴇

『

R
Qう

罰
SEI

CC

圏

『

呂

門
t8

N

燈

：
ri

団

爲

寸

¢　　Fく

㊤～tn
　的

cq　　Fく

【、　　寸

　oり
ト隔　σ》

．～　　
■

σt　　OO
一　　①

　桝
o　　o
．　　　　

　

N　 c◎㊤　　o

　円
OQ　　－
，～　　

○

マド　　OQ
〔㌔　　卜一

ri　　UD

Y～『

9爲
OD　　T－1

’　　　
－

ぱ）　例
N　　o
　一
①　　ゆ

d～め
し⇔　　oo

め　　o
●～　◎り　　い辱

坤　　一
回　　「守

⑩　 卜・

，～　　
ワ

Lr）　ト
σ）　▼一→

　H
の　　o
．～　O　　ト
⑩　　卜
ζN　 卜

選　　ff　　盤

圏

　　　　　l　　K“
1　　　　　　N
1　　　　十
1ののののω
“〉ミ畿ミミ畿畿
co　頃　寸　尺卜　c◎

十十十十十
芝譲匿薯薯
ρ舞Ptβ呵山q
ミミ畿凝きミ畿
cq　cq　N　の　N
曾一咽　冒一屯　▼一《　目　 一

◎う　び1　00　0　矧

ぬ㎡6σ～6博　r字　Qつ　L〔　◎○

σ）　岬　N　ト　㊤

ζつ　oo　婚　野　o
しr）　坤　寸　n　cq

卜　◎D　輪　N　oつ

お臼【くdド
r宇　頃　o　◎⊃　th
F｛　例　 固　 ▼r「　囲

N　O　Pt　o5　寸
め　トー　①　卜　㊤
o　しr）　卜　Pt　rず

（N　㊤　寸　O　LΩ

尋d→めd雲9雪舘爲

cつ　cつ　ごq　ぬ　ri

co　しD　rが　¢　cr）
▼｝｛　－　 F剛　　　　Pt

⑩　ト　ー　o　if）

めd5㎡日ドoつ　1Ω　oつ　ζ＼】　㊤

σ》　卜・　F呵　σ◎　c◎

99噂越㎡uつ　「守　㊤　◎つ　OD

り　①　cつ「字　Φ

OD　しo　ri　cr）　ri
ぐn　坤　しΩ　o　卜
H　 一　 wく　7唄　F呵

7唄　寸　1∫）　Ln　o

ddし6　esi婦
▼一聖O　Qq　σ）　LS
r－｛　響一4　【

①「寺　くJ　N　OD

卜・回　r－｛ぬ　（◎
FI　tO　σ）　o　卜・
0つぐ◎　cq　6つ　くつ

o　o　ビ）　o　o
ト　o　cq　o　電）
｛◎　しO　oつ　oo　Fく
N　ぐつ　N　ζつ　ゆ

1咽　ri　H　C◎　ぐつ

F→　cq　ぐつ寸　Io

『

等

『

專

『

等

一

門

旨

騎

お

囲

喩

巽

曽

專

ト
＃

『

噂

一

『

8
Ul

璽

鶉
◎Q

寸　　o
¢～σ）
dつ　　tΩ

ζ◎　　し、

ロ　　
　

ζD　　でト
ぴ1　しo

ゆ　　ひq
ロ　　　　

ト　 o
o　　qD
Fく　　Ot

QQ　　C弓

，～　
砂

【㌔　　σ㌧

oつ　ト

O　　tO
．～　　 ，

Ln　　σ）
N　　ζり

Fく　N

Lo　　cり

・～　なD　　しQ

　円

㊤㊤＄9～【く離
cq　 《）　　．．

oつ　▼■イ

日～め
゜つ゜

・守　①　 uつ

㎡～踊

ヨ隠
　　、罵
OL。　趨
の～ki峰
ト　 N　　．．

　肖
9eCl自q
♂～置
N　　ζ6

　　の瞳諜
　　麗潔　．・

慮　pa

駆映ff・tl灘



86＿（211）　　　　　　　　　　　　　　　　　　僑州医誌第17巻
　（iv）cs，　AS併用乳児：対象乳児3例の食餌，　　砂に増加し，蓄積星は30・8～67・1㎎／解だったもの

尿，糞便の合計108検体につき測定した。対象別の実　　が7．2～31・3昭／忽と滅少した。ここでASを併用し

測値，体重当吻換算値は表5に示す如くであった。後　　　た所，摂取量は96．0－116．8㎎／＠とほぼ不変であった

潜を図示すれば図4となった。即ち摂取量は88・5～　　が，尿中排泄量は28・7～5↓1解／kgと全例著明に減少

110．3剛忽だったものがCS使用ltil・102．・8～134．3剛　　しその結果蓄積率も6・6～23・3％から28・　7’－55・8％

㎎．’

／kg

140
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　摂　　　　尿　　　　糞　　　　総　　　　蓄　　　　雷

・雍llc・積　児に　
　蛋　　　　盈　　　　置　　　　量　　　　畏　　　　率

図　3．　　　副腎皮質ステロイド使用乳児の燐出納

　　　　　　　　　　　　　（mp／kg／日）

：：：　　；，、　　㌶欝1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　60

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50　　△副腎皮質ステロイド

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　使　　用　　時

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　併　　用　　晴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⊂、　　　　　　　　　　　　　　●併用中止後
40　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30
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20

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10

・ll舞・積聯し　〕
　　攣　　　　量　　　　量　　　　量　　　　澱　　　　率

図　4　副腎皮質ステロイド蛋白同化ステロイド併用乳児の燐出納

　　　　　　　　　　　　　　　（mp／leg／日）
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88＿（213）　　　　　　　　　　　　　　　　　信州医誌第17巻
と明らかに上昇した。さらに両剤巾1と後9～13日Vlの　　　既述した粉乳の紐成の母乳化なかんつくCa／P比をほ

田納成績では1例で摂取量がやや減少したが，全体的　　　ば1・3～1・4にしたこれらの減量，ビタミンDと乳糖の

にみて排泄量，蓄積貴，蓄積率ともに概ね使用前の値　　　添加，これらの結果としての腸管内容pHの酸性化な

に雇つていた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　どに伴う良好な吸収に基づくことがまず考慮されよ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う。最近における人工栄養児の栄養状態は署しく改善

　　　　　　V　総括並びに考按　　　　　　　　　　されているが，著者のこの成績はP出納の面よりこれ

　Pはカルシウムとともに生体支持組織である骨の主　　　を裏付けるものであろう。

要成分であるのみでなく，細胞原形質の重要な構築素　　　　xテロイドホルモン剤，即ちASあるいはCSは最

材の一っであって，生体のエネルギー代謝には不可欠　　　近広く臨床に応用されているが，これらの製剤はPの

の物質である。従って小児期のP代謝について検討を　　代謝にも大きな影響を与え・一般に前者では同化的に

加えるのは意義があるが，なかんつく最も盛んに成長　　　後者では異化的に作用するとされている。その作用機

しつつある乳児期のそれについて調べるのは，例えば　　　序についてはまだ一定の見解はえられていないようで

新生児のP含有量は5．09／kg，成人では10・磁／kgと大　　あるが，　ASに関しては35Sによる軟骨部Uptakeの

きなちがいがある26）といわれること口またその体内分　　　増加SS），組織学的検索による筋肉・骨Matrix蛋白形

布も成人とは大分異り，幼若例では軟部組織に比較的　　　成を介する作用36）tOsteolysisの抑制37）3s），腎クリア

多く分布するav）ことからも重要であると考えられる・　　　ラソスの変化39）などの諸説があり・CSに関しては尿

さて経口的に摂取され，主に無機Pの形で小腸上部よ　　細管における再吸収の抑制40）41）・骨への沈着の低下41）

り吸収されたPは，体内で代謝された後体外へは主に　　　あるいはOsteolysisの充進s7）・副甲状腺機能との関

尿中から排泄される。腸管や汗腺を介しても排泄され　　　連41）などの諸説がみられている。これらのステロイド

るというがその量ははなはだ少いとされる28）－30）。腸　　　を与えた際のP代謝の変化を実際に臨床例で調べた報

管からの吸収は食餌中のカルシウム，アルカリ塩類・　　　告をみると，成入37）39）40）42，－46）に比べて小児に関する

pH，ビタミソDなど多くの因子によって影響される　　　ものははるかに少く20）47）48），なかんつく離乳前の幼若

が31）32），．乳児期の栄養法別にこれをみると，母乳栄養　　　乳児を対象として検索を加えたものは従来みられない

児では摂取量が少いにもかかわらず比較的な意味で良　　　ようであった。旺盛な成長をしつつある乳児に対する

好な蓄積を来たすとされてきた29）。周知のように最近　　　これらのステ戸イド剤の使用あるいは併用が・如何な

の育児用粉乳は，種々の点でその組成を人乳に近似す　　　る影響を与えるかにつき著者が検討した結果は1本文

るよう努力がはらわれている。そこで著藩は今圓出　　　中に述べたようにAS使用時には蓄積量と蓄積率は増

納試験にょり小児期のP代謝に関する一連の検討を加　　　加し，CS使用時には逆に滅少し，，この減少はASの

えるにあたって，まずこのような進歩せる最近の育児　　併用によって相殺され，かつこれらの変動は主として

用粉乳によって哺育された健康な乳児を対象として検　　　尿中排泄量の変動に基づくことを知った。使用したス

索を加えた。著者の用いた粉乳のカルシウム・P・　　　テロイド剤の量が決して著しい大螢ではなく・期開も

Ca／P比は何れも牛乳に比べて人乳に近似しており，　　　長くなかったにもかかわらず・種々の制約を持つ出納

乳糖やビタミソDも添加されていた。　　　　　　　　　試験という方法によって上述の結果をえたことは・次

　従来の健康乳児に関するPの出納成績のうち知りえ　　　の2点を示唆するもので注口に値しよう。即ち（玉）乳

たものを一括し，著者の今回えた成績と対比すれば炎　　　児のp代謝動態はこの時期の旺盛な成長に伴ってはな

6の如くになった。出納試験の結果には，検体の採取　　はだ活発ではあるが一面不安定で，外来性囲子によっ

条件などの大きな方法論的制約を伴うことは十分考慮　　　て影響されやすいと考えられる。また（2）最近これら

しなければならないが，この表を一一一・覧すると著者の成　　　のステロイド剤，ことにCSは乳児にも比較的大量を

績ではこれらの従来発表されてきた人工栄養児，こと　　畏期間使用され，この際小児では成人と異って成長の

に牛乳栄養児の場合に比べて，（1）摂取量は比較的少　　　抑制が問題となっているが，その予防策の一つとして

いが，（2）蓄積率は良好で蓄積墨は多くの文献の値と　　　ASの併用は有意義のように考えられる。

近似し，乳児期に必要とされる20～25㎎／leg／　H以上の

量33）を示した。また（3）著者のえたこのような結果　　　　　　　　　　VI　結　　語

は，主として比較的低い糞便中排泄量に基づくことが　　　　健康な乳児並びにステロイドホルモンを使用した乳

判明した。糞便中排泄量の低値の機序としては，腸管　　　児合計25例を対象として，P出納をFiske－Subbarow

内への再排泄の問題を考慮に入れる必要はあるが3‘t），　　　法により検索した。健康乳児の月令は生後1～5ケ月
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90－（215）　　　　　　　　　　　　　　　　　僑州医誌第17巻
で，栄養法は最近の調製粉乳による人工栄養である。　　　　　Calcium　and　Phosphorus・Quart　J・Med・，16：

ステロイドホルモンとしては蛋白同化ステロイド，副　　　　　45，1922、

腎皮質ステPtイド（額…チ・イド）のそれぞれ常　4）Sh・hl・A・T・，・nd　S・t・・A・：Aci・トBase　Met・－

msr，，．xxを用いた。　　　　　　　　　　　b。li・n・（II）Mineral　Metabolim・　J・Bi°1・　Chean．

　（1）健康乳児における成績　（i）10例につき倹索　　　　　58：257，1923

した糸裸，棄却限界（危険率5％）をもって正常範囲　5）Da・i・1・，　A・L，　Stearns，　G…dH・tt°n・M・

とみなした時の正常値（体重晦／日）1よ次の如くにな　　K・・C・1・iurn　and　Ph・・ph・…M・t・b・lism　i・

った。摂取量・67．・7～107．切，尿・棚附量・21．5～　　・rtifi・i・lly　f・d　l・fant・・（1）1・fl・・nce・f　C・d

61．3iTt9，糞便中排泄量・0～25．gn9，総排泄量・30・1～　　Li…Oil　and　irradi・t・d　Milk・　Ame「・J・　Di”・・

75，3πワ，　蓄積量二：25．3～44．1π夢，　蓄積率：21．9～57．9　　　　　　　　Child．，37：296，1929

％。またそれぞれの平均値と信頼限界は次の如くなっ　　　6）Boldt，　F。　Brahm，　C・，　and　Anclresen，　G．：

た。摂取量・87．4±1．6mP，尿・・in排泄量・41・4±L7　　L・ngf・i・tig・Mineral・t・ffunte「s”chungen　an

，OP，糞便中排泄量IIL3土1．・21n9，総撫1糧・52，・7±　　・w・i　gesund・n　S9・glingen　b・隻Mine「alst°ff－

1，9η解，蓄積量：34．7土O．　8nv，蓄積率：39．9±1．　5go60　　　　　armer　und－reicher　Kost，　Arch．　f．　Kinderh。

（ii）上述せる成績を先人の報告と比較すると，著者の　　　　87：277，1929

えた蓄積量，蓄積率は良好であり，これは主として糞　　　7）Swanson，　W．　W．：The　Composition。f　Growth

便中排泄量が低かったことによると認められた。　　　　　　　IL　The　Full　Term　lnfant，　Amer．　J．　Dis．　Child．，

　（2）　ステロイドホルモソ使用時における成績　　　　　43：10，1932

（i）蛋白同化ステロイド使用時：6例につき検素した　　　8）Nelsonl　M．　V，　K．：cited　from　33）

結果，本剤使用時における蓄積量，蓄積率は使用前　　　9）Jeans，　P．　C．，　Stearns，　G．，　G。ff，　E．　A．，　Mckln一

に比べ1例を除き増加した。（ii）副腎皮質ステロイド　　　　1ey，　J・B・・and　Oelke・MJ・：Growth　anCl

使用時：6例につき検索した結果，本剤使用時におけ　　　　Retentions　of　Calcium，　PhosPhorus　and　Ni一
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